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【平成23年度（第２次補正）】
・原子力被災者・子ども健康基金　78,200百万円【エネルギー特会】

施策の内容

○福島県民の皆様の中長期的な健康管理を可能とするため、国では、平成２３年度第２次補正により、
福島県が創設した「福島県民健康管理基金」に782億円の交付金を拠出し全面的に県を支援している。
○県では、この基金を活用して、全県民（約202万人）を対象に県民健康管理調査を実施し、被ばく線量
の把握や健康状態を把握するための健康診査等を行うこととしている。特に、震災時に18才以下の全て
の方を対象に甲状腺の超音波検査を実施することとしている。また、この他に、ホールボディカウンター
による検査などを実施しているところであり、データベース構築を行うためデータの集約を進めていると
ころ。

施策の進捗状況及び今後の予定

○福島県民の健康を守るため、今後とも関係省庁と連携して取り組んでまいりたい。

平成23・24年度の予算措置の状況

県民健康管理調査本部・データセンター等の整備 施策番号078
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【平成24年度】
・平成24年度原子力災害影響調査等事業　1,200百万円【エネルギー特会】

施策の内容

○環境省取りまとめのもと、必要となる対策の全体像を明らかにし、政府一丸となって健康不安対策の
確実な実施に取り組むべく策定したアクションプランに基づき、今後は、関係省庁等において、健康不安
対策に必要な施策を着実に実施していく。この中で、放射線による健康不安を抱えている国民からの問
い合わせに対応するため（独）放医研等において電話相談を実施している。
○また、放射線の健康影響に係る研究調査事業、被ばく線量評価等に関する調査研究事業等を実施し
ているところ。この中で、今年度中に、一元的でわかりやすい統一的な基礎資料を作成し、また国民か
らの放射線の健康影響に関する相談に適切に対応できる人材を育成するための研修会を開催し、講師
を育成するとともに、保健医療従事者、学校関係者等に対する研修の実施等を行う。

施策の進捗状況及び今後の予定

○上記アクションプランに基づき、関係省庁等において、健康不安対策に必要な施策を着実に実施して
いく。
○統一的基礎資料は、作成後公開される予定であり、県民健康管理調査の結果も盛り込まれることか
ら、アクションプランに基づいた施策を実施することで、国からも情報の提供がなされる予定。

平成23・24年度の予算措置の状況

県及び県内市町村とも連携した積極的な情報提供 施策番号079
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